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序     文 
 

 

アルジェリア民主人民共和国に対する協力は、治安情勢の悪化により1994年以降中断されてい

ましたが、2004年1月に再開第1号として派遣された環境汚染分野短期専門家により、アルジェ県

の工業地帯を流れるエルハラッシュ川に水銀などの重金属汚染があることが確認されました。し

かし、同国における環境管理体制は、法律・基準の整備や政策の策定及び環境関連機関の取りま

とめを行う国土整備・環境省（MATE）、環境モニタリングの実施を担当する国立持続的開発・環

境観測所（ONEDD）、及び工場などの汚染源に対する立ち入り検査及び改善命令を行う県環境局

と整備されていましたが、いずれも組織体制・能力とも脆弱であり、環境汚染の実態も十分に把

握されていない状況でした。 

このような背景の下、独立行政法人国際協力機構（JICA）は2005年12月から2008年11月までの3

年間、ONEDDのアルジェ中央地方研究所（CRL）を主たるカウンターパートとし環境モニタリン

グ能力向上を目的とした技術協力プロジェクト「環境モニタリングキャパシティ・ディベロップ

メントプロジェクト」を実施しました。CRLは同プロジェクトを通じ、サンプリング技術、有機化

学、無機化学、微生物に係る基礎的な分析技術を習得し、2007年にはONEDDによる分析値が工業

排水に対する課徴金賦課の根拠となる旨、定められるなど重要な役割を担いつつありますが、分

析精度管理やエルハラッシュ川流域の汚染状況の把握、解析等についての能力向上が課題として

残っていました。 

2008年2月にMATE及びONEDDより新たな支援の要請を受け、JICAは2009年3月に詳細計画策定

調査団を派遣し、ニーズ、実施体制等について改めて調査を行い、継続支援の重要性及び意義を

確認し、本プロジェクトが開始されました。 

今般プロジェクトの終了を控え、これまでの活動実績に対する評価を行うべく、当機構吉田充

夫国際協力専門員を日本側の総括とし、2012年2月11日から23日にかけて、アルジェリア民主人民

共和国側関係機関との協同作業により終了時評価調査を実施しました。 

本報告書は、本調査の調査・協議結果を取りまとめたものであり、関係方面に広く活用される

ことを願うものです。 

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し深く謝意を表するとともに、引き

続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成24年2月 

 

独立行政法人国際協力機構 
地球環境部長 江島 真也 
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終了時評価調査結果要約表 

１.案件の概要 

国名：アルジェリア民主人民共和国 案件名：環境モニタリングキャパシティ・ディベロップ

メントプロジェクトフェーズ２ 

分野：環境管理 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部環境管理第二課 協力金額（評価時点）：約1億8,000万円 

協力 

期間 

2009年10月1日～ 先方関係機関：国立持続的開発・環境観測所（ONEDD）

2012年9月30日（3年間） 日本側協力機関：OYOインターナショナル株式会社、

OAFIC株式会社 

 他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

 アルジェリア民主人民共和国（以下、「アルジェリア」と記す）における環境管理体制は、①

法律・基準の整備や政策の策定及び環境関連機関の取りまとめを行う国土整備・環境省（Ministry 

of Land Planning and Environment：MATE）、②実務機関としては環境モニタリングの実施を担当

する国立持続的開発・環境観測所（National Observatory for Environment and Sustainable 

Development：ONEDD）、③工場等の汚染源に対する立ち入り検査及び改善命令を行う県環境局

からなるが、いずれも組織体制・能力とも脆弱であり、環境汚染の実態も十分把握されていない

状況であった。 

 このような背景のもと、国際協力機構（JICA）は2005年12月から2008年11月までの3年間、

ONEDDの中央地方研究所（Central Regional Laboratory：CRL）を主たるカウンターパートとし環

境モニタリング能力向上を目的とした技術協力プロジェクト「環境モニタリングキャパシティ・

ディベロップメントプロジェクト」を実施した。ONEDD-CRLは同プロジェクトを通じ、サンプ

リング技術、有機化学、無機化学、微生物にかかる基礎的な分析技術の習得をほぼ達成し、同国

における環境モニタリング機関としての認知が進み、外部からの委託分析が増加し、2007年には

ONEDDによる分析値が工業排水に対する課徴金賦課の根拠となる旨が政令で定められるなど、

同国唯一の公的環境モニタリング機関として重要な役割を任されるに至った。 

 しかし、環境汚染の実態を把握するためには、ラボ管理・分析精度管理システム導入や、より

複雑で高次の分析技術（GCMS、FTIR等の有機化学分析機材を活用した高度分析）、分析結果の

総合解析等についての能力向上が、ONEDDの課題となっていた。また、上記プロジェクトでは、

CRLの基礎的な能力強化が達成されたが、CRL以外の地方研究所や観測所に対して、CRLが獲得

した知識や技術を波及させることが期待されている。 

 こうした課題に対処するために、2008年2月にMATE及びONEDDより新たに協力要請が提出さ

れ、2009年10月から2012年9月までの3年間の予定でプロジェクトが開始された。 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標 

 ONEDDが、国家環境政策に基づき、CRLを中心とする地方研究所及び観測所からなる環境

モニタリングシステムを構築する。 

 

（２）プロジェクト目標 

 公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされる、ONEDDの環境

情報提供能力が強化される。 
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（３）アウトプット 

1) CRLが機器分析（GCMS, FTIR, XRF*）の上級分析技術を獲得する。 

2) モデルサイトでの環境モニタリングの実践を通じてCRLの環境モニタリング能力が質的

に向上する。 

3) CRLの分析精度管理能力が向上する。 

4) CRLの持つ環境モニタリング技術が他のONEDD地方研究所、観測所等の関係機関に普及

される。 

 *ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS）、フーリエ変換赤外分光測定装置（FTIR）、蛍光X線分析装置

（エネルギー分散型）（XRF） 

 

（４）投入（2012年3月現在） 

1) 日本側 

総投入額 約1億7,000万円 ※2012年3月末までの見込み額（2012年度は含まず） 

・日本人専門家（短期専門家）：延べ5名（30.4MM）※2012年3月末までの見込み。 

・日本人専門家（セミナー講師）：延べ5名（58日） 

・研修：4名（ただし、プロジェクトの枠外で課題別研修等への参加） 

・機材供与：約1,580万円 

・現地活動支援コスト：約1,523万円 ※2012年3月末までの見込み。 

2) アルジェリア側 

・カウンターパート配置：24名 

・プロジェクト事務所スペース及び実験室の提供、薬品、消耗品の提供 

・プロジェクト運営経費：約181,800ユーロ（約1,950万円） 

 

２．評価結果の概要 

２－１ 実績の確認 

（１）プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標：公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされ

る、ONEDDの環境情報提供能力が強化される。 

 図－１のとおり顧客からの依頼数は、プロジェクト開始以降概して増加しており、

ONEDD-CRLはさまざまな顧客の環境モニタリングの依頼に対応している（指標1）。 

 

 公害関連情報の公表は、2010年及び2011年の合同セミナーの機会を通じてCRLスタッフによ

り2回実施されている。加えて2012年の合同セミナーの機会においてもモニタリング結果につ

いて公表が予定されている（指標2）。モデルサイトにおける排水モニタリング件数は、図－１

のとおり増加している（指標3）。工場排水モニタリングの契約件数は表－１のとおり増加して

いる（指標4）。 
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図－１ ONEDD-CRLによる分析サンプル数 

 

表－１ 工場排水モニタリングの契約件数 

年度 契約件数 

2008 40 

2009 54 

2010 69 

2011 82 

 

 これらの数値から、公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされ

る、ONEDDの環境情報提供能力は着実に強化されている。工場排水ユニットに対するモニタ

リングサービス提供数は、プロジェクト開始以降、着実に増加しており、ONEDD-CRLが環境

モニタリング機関であるとの認識が浸透していることの証左である。 

 以上により、プロジェクト目標はほぼ達成と評価された。 

 

（２）各アウトプットの達成状況 

 アウトプット１：CRLが機器分析（GCMS, FTIR, XRF）の上級分析技術を獲得する。 

 現在の仮設ラボの設備の限界のため、有害有機化合物（有機塩化化合物、農薬、殺虫剤等）

は分析できない。また、BTX（ベンゼン、トルエン、キシレン）についてもガスクロマトグラ

フ質量分析計（GCMS）のP&Tユニットの故障のため分析できない。しかし、他の揮発性有機

化合物についてはGCMSによる分析が可能である。終了時評価の際に実施した標準サンプルの

分析テスト結果によれば、GCMSによる揮発性有機化合物分析の精度は満足のいくレベルであ

った（指標1.1）。また、フーリエ変換赤外分光測定装置（FTIR）を活用した非揮発性有機化学

物質のテスト分析についても満足のいく結果が得られた（指標1.2）。蛍光X線分析装置（エネ

ルギー分散型）（XRF）による定性分析については、分析テストで満足のいく結果が得られた

が、定量分析については基礎的なレベルでの定量にとどまった（指標1.3）。これらのほか、

GCMS、FTIR、XRFによる上級分析技術の標準操作手順書（Standard Operating Procedure：SOP）

が、現在のONEDDの現状にあわせて作成されたほか、他の分析手法についても作成され、こ

れらをまとめたSOPのハンドブック（第1版）が出版された（指標1.4）。 

 これらを総合すると、ONEDD-CRLはプロジェクト終了までにGCMS、FTIR、XRFを活用し

た上級分析技術を獲得すると判断されるが、上述のとおりP&Tユニットの故障により、GCMS
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の機能の一部を有効活用できなかった。なお、故障への対処としてメーカー技術者による診断

などの対応を実施機関が行っているところである。 

 以上により、アウトプット１はおおむね達成された。 
 
   アウトプット２：モデルサイトでの環境モニタリングの実践を通じてCRLの環境モニタリン

グ能力が質的に向上する。 
 モデルサイトにおける工場排水ユニット（潜在的汚染者）のインベントリーは作成された。

しかし、工場排水ユニットにおけるサンプリングについて、アルジェ県環境局（Direction of the 
Environment of Province of Alger：DEWA）は、ONEDD-CRLに必要な協力を行わなかったため、
汚染源の詳細なインベントリー作成には、至らなかった（指標2.1）。排水モニタリングを含む
モニタリング計画については入手可能なインベントリーの範囲内で作成された（指標2.2）。
DEWA及びブリダ県環境局（Direction of the Environment of Province of Blida：DEWB）との合
同排水モニタリングについては合計5回実施された。DEWBは協力的であり、モニタリングの
頻度も多かった。 
 以上により、「定期的」にモニタリングが実施されたとは言い難く、本指標は部分的な達成

度である（指標2.3）。ただし、表－２のとおり、プロジェクト実施の過程で、新たに39以上の
分析項目が増加している（指標2.4）。 

 
表－２ 分析項目の増加 

タイプ GCMS GCMS/P&T FTIR XRF 

分析項目 15 24 
非揮発性有機化学

物質 
固体サンプルの
元素分析 

 
 モデルサイトにおける総合解析及びリスク評価はセミナー及びプロジェクトの最終報告書

を通じてプロジェクト終了までに公表されることとなっている。基礎的な解析については既に

CNEDD-CRLの内部ワークショップにおいて発表されている（指標2.5）。 
 モデル地域におけるDEWA/DEWBとの合同排水モニタリングがプロジェクト終了までに
計画どおり実施されれば、ONEDD-CRLの環境モニタリング能力は向上すると考えられる。
 それゆえ、アウトプット2は部分的達成と評価された。 

 
   アウトプット３：CRLの分析精度管理能力が向上する。 

 全員で20名のONEDD-CRLスタッフが精度管理業務に携わっている（指標3.1）。CRL内部に
おける精度管理ワークショップは19回を数え、大部分のスタッフが参加している（指標3.2）。
分析精度管理のシステムは、GLP（優良試験所規範）原則にならって構築されており、JICA
専門家の指導のもとに、3名の中心的なカウンターパート（C/P）により運営されている（指標
3.3）。 
 以上を踏まえ、プロジェクト終了までにONEDD-CRLの分析精度管理能力が向上することは
十分期待され、アウトプット3は十分に達成と評価された。 

 
   アウトプット４：CRLの持つ環境モニタリング技術が他のONEDD地方研究所、観測所等関

係機関に普及される。 
 ONEDDの研修チームは表－３のとおり結成された（指標4.1）。また、地方研究所と観測所
に対する研修計画案は作成されたものの、正式に承認された形とはならなかった（指標4.2）。
研修の実施については、ONEDDの予算不足により、年2回の実施とはならず、評価時点で計2
回の実施にとどまった（表－４を参照）。研修以外の指導としては、JICA専門家が地方研究所
（オラン及びコンスタンティーヌ）を訪問する機会を捉えて個別相談を実施したり（表－５）、

地方研究所及び観測所のスタッフがアルジェに来る機会を捉えて個別相談を実施する形（表－

４）で実施された（指標4.3）。 
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表－３ 研修チームのメンバー一覧 

氏 名 分野/項目 

MOALI Mohamed ラボ管理 

ANANE Radia シアン化物、ケルダール窒素 

AZOUAI Sophia 重金属 

BENSOUILAH Ouahiba BOD5、全窒素 

Lakhdari Mohamed サンプリング手法 

DJOGHLAF Hadda COD、油分、浮遊物質 

HOUAS Omar 重金属 

MEBREK Hanifa COD、油分、浮遊物質 

NECHAOUNI Leia 全リン 

TIBECHE Amel COD、油分、浮遊物質、フッ素、塩素 

 
表－４ CRLスタッフにより行われた指導（地方研究所及び観測所） 

対 象 期間 時期 人数 場 所 

Bordj Bou Aréridj 観測所 
3日 2009年 3 Bordj Bou Aréridj 観測所 

3日 2010年 2 CRL 

Ain Edefla 観測所 
3日 2009年 3 CRL 

6日 2010年 3 CRL 

Djelfa 観測所 
3日 2009年 4 Djelfa 観測所 

4日 2010年 2 CRL 

Annaba 観測所 4日 2010年 2 CRL 

コンスタンティーヌ地方研究所 4日 2010年 2 CRL 

 
表５ 専門家チームの支援によるワークショップ等指導実績（地方研究所及び観測所、予定を含む）

年 月 場 所 参加者 ワークショップ 研 修 

2009年11月 コンスタンティーヌ 

JICA専門家 2名

ONEDD本部職員 1名

地方研究所職員 8名

工場及び県自治

体との環境問題

に係る議論 

 

2010年2月 オラン 

JICA専門家 2名

ONEDD本部職員 1名

地方研究所職員 5名

ラボに関する議論  

2011年11月 オラン 

JICA専門家 1名

CRL所長 

ONEDD本部職員 1名

地方研究所職員 6名

観測所職員 5名

ラボに関する議論 
分析データ

の取扱い 

2012年6月※ コンスタンティーヌ  GLP/SO GLP/SOP 

2012年6月※ オラン  GLP/SOP GLP/SOP 

    ※予定を含む（2012年6月分） 
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 ONEDD、MATE、JICA合同セミナーは、2010年、2011年に計画どおり1回ずつ実施された。

セミナーのテーマは、「水質汚染（2010年）」、「廃棄物汚染（2011年）」であり、110名以上の参

加者（専門家、研究者、NGO、政府関係者等）を得た。2012年の第3回セミナーはオランにお

いて4月に実施予定であり、海洋汚染をテーマとする（指標4.4）。地方研究所などへのワーク

ショップについては、専門家チーム主導のもと過去3回（2009年コンスタンティーヌ、2010年

オラン、2011年オラン）実施され（指標4.5）、プロジェクトの最終ワークショップは2012年6

月にオランとコンスタンティーヌで実施予定である。 

 以上を踏まえ、計画された研修コース及びワークショップがすべて実施されるとすると、

ONEDD-CRLにより他のONEDD地方研究所、観測所等の関係機関に対して環境モニタリング

技術が一定程度普及される可能性は十分あると考えられる。 

 したがって、アウトプット４は部分的達成と評価された。 

 

２－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

 本プロジェクトは、2010年を目標年としたアルジェリアの国家環境戦略（SNE）及び持続的開

発のための国家環境行動計画（NAPE-SD）に合致している。これらの戦略及び行動計画のもと

で、アルジェリア政府は総合的汚染対策プログラム（Depollution Program）を実施しており、そ

のターゲット河川としてプロジェクト対象地域であるエルハラッシュ川が含まれている。また、

同国政府で現在作成中である次期国家計画において、環境・排水モニタリングは引き続き重点

として位置づけられる見込みであり、ONEDDの法的権限も強化される方針である1。 

 対アルジェリア国事業展開計画において本プロジェクトは、開発課題「環境汚染の改善」の

もと、協力プログラム「環境対策」、に位置づけられ、日本政府及びJICAの支援方針に合致し

ている。 

 実施機関であるONEDDの機能には、工場排水・環境サンプルを分析し、それらの情報を解

析し、査察やエンフォースメントのための情報を提供する機能が存在するが、本プロジェクト

はこれらに必要となるONEDDのキャパシティ・ディベロップメントを行うものであり、ター

ゲットグループのニーズに合致するものである。 

 以上により、本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

（２）有効性 

1) プロジェクト目標 

 プロジェクト目標については前述のとおりほぼ達成と評価された。 

 プロジェクトで設定された4つのアウトプットはいずれもプロジェクト目標の達成に貢献

している。上級分析技術の獲得（アウトプット１）と精度管理の向上（アウトプット３）を

通じて環境情報の質の向上がなされ、2県にまたがる排水/環境モニタリングの実施（アウト

プット２）、他の地方研究所及び観測所に対する技術移転の実施（アウトプット４）により、

環境情報の全国レベルでの量的拡大が見込まれる。これらによりプロジェクト目標である環

境情報提供能力の強化が達成される。 

2) 貢献要因 

 2010年11月28日付で、MATEは工場排水課徴金に関する「政府令07-300号」の具体的実施

手続きを定めた「実施要項」（No. 370/SPM/10）を公布した。この実施要項の意図は、ONEDD

                                                        
1 NAPE-SDの後継に位置づけられる。MATE官房長へのインタビュー結果による 
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と県環境局の合同排水モニタリングを促すことであり、貢献要因として挙げられる。 

3) 阻害要因 

 上述のような貢献要因はあるものの、アルジェ県環境局についてはONEDDによる工場排

水のサンプリングに対して必要な支援を怠るなど、必ずしも協力的ではなく、阻害要因とし

て働いた。プロジェクトでは、アルジェ県の協力を得やすくすべく、上述の実施要項公布へ

の働きかけを行った。 

 以上により、有効性は中～高と評価した。 

 

（３）効率性 

1) 日本側投入 

 専門家、課題別研修、在外事業強化費等、日本側からの投入はほぼ計画どおりに実施され

た。しかし専門家の滞在期間の短さのため、専門家とカウンターパート（C/P）の業務スケ

ジュールをあわせるのが難しく、効率性に影響した。 

2) アルジェリア側投入 

 C/Pの配置は開始当初より17名から24名に増加し、人数的には十分であった。しかし、幾

人かは基本的な化学の知識が十分でなく、上級分析の実施に対して必ずしも効率的ではなか

った。 

 また、他の地方研究所や観測所に対する研修の実施が計画されたが、ONEDDの予算不足

で計画どおり実施できなかったことや、分析機器の故障（GCMS、FTIR）及び仮設ラボによ

る制約に起因する活動の遅れが見られ、効率性に影響した。結果的に、これらの遅れに対し

て、専門家チームによる追加指導などで対応することとなった。 

 以上を踏まえ、効率性は、中～低と評価した。 

 

（４）インパクト 

 MATEが実施要項を公布し、ONEDDによる工場排水モニタリングが実施されたことにより

塩素製造工場などでクリーナープロダクションの採用に向けた動きがでてきている。 

 また合同セミナーにおけるプロジェクト活動の報告がマスメディアに取り上げられ、環境意

識の向上に寄与している。 

 さらにMATEは、エルハラッシュ川における工場の汚染対策調査を開始しており、工場排水

浄化施設の導入を検討している。 

 負のインパクトは、特に見受けられない。 

 

（５）自立発展性 

1) 政策面 

 MATEは現在、次期国家計画の作成中であるが、インタビュー調査によれば環境モニタリ

ングは引き続き環境行政における重点課題の1つとなることが確認されている。 

2) 組織面 

 現在ONEDDは、新科学都市構想のもとBoughezoul市にCRLの新ラボ施設を建設すべく準

備を進めており、詳細計画の作成に着手している。これにより現在の仮設ラボによる制約が

なくなり、モニタリングキャパシティの向上が担保される。 

3) 財政面 

 現在のONEDDの財政的基盤の弱さを改善すべく、これまでの検討を踏まえてMATEは
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ONEDDの組織的ステータスを変更する決定を2012年2月に行った。これにより財政的基盤が

強化されることになり、安定的な運営が期待される。 

4) 技術面 

 化学分析分野についてはカウンターパートが継続的にラボに勤務すれば、技術的な持続性

は確保される。一方、解析分野については、まだ十分な技術的持続性が確保されたとはいえ

ず、引き続きONEDDの努力が必要である。 

 以上により、自立発展性は、中程度と評価した。 

 

３．特記事項（提言・教訓等を含む） 

（１）新ラボの建設 

 現在の仮設ラボの設備は、インフラ上の制約から一部の有害有機化合物の分析に適さず実施

できないことに加え、機材の維持管理に影響を及ぼしかねない。既にONEDDは新ラボ建設に

向けて準備を開始済みであるが、これを確実に実施することが必要である。 

 

（２）地方研究所及び観測所への普及 

 ONEDD-CRLが獲得した技術や知見を他の地方研究所や観測所に着実に広めONEDD全体の

レベルアップを図って行くべきである。 

 

（３）総合解析・リスクアセスメント 

 モデル地域における工場排水モニタリングは増加したが、まだ30％程度のカバー率である。

この活動を今後も継続し、十分なデータを蓄積したうえでリスクアセスメントを試みるべきで

ある。 

 

（４）分析機器の維持管理 

 モニタリング試料の信頼度の高い分析のためには、分析機器を適切な状態に保つことが必須

であり、本プロジェクト実施中に発生したような故障を可能な限り避けられるよう、定期的な

メンテナンスを行うことが必要である。 
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Summary Sheet for Terminal Evaluation 

1. Outline of the Project 

Country： People’s Democratic Republic of Algeria Project title：Project for Capacity Development 

of Environmental Monitoring (Phase 2) 

Issue / Sector： Environment  Cooperation scheme ： Technical Cooperation 

Project 

Division in charge: Global Environment Department Total cost： Approximately 180 million JY 

Period of Cooperation From October 1, 2009 to 

September 30, 2012 

Partner Country’s Implementing Organization：

National Observatory for Environment and 

Sustainable Development (ONEDD) 

Supporting Organization in Japan ： OYO 

International Corporation, OAFIC CO. Ltd. 

 

Related Cooperation ： Technical Cooperation Project for Capacity Development of Environmental 

Monitoring in Algeria (2005-2008) 

1-1. Background of the Project 

The Ministry of Land Use Planning and Environment (MATE) prepared the “Environment National 

Strategy (SNE)” and the “National Environment Action Plan for Sustainable Development (NAPE-SD)” 

under the process of preparing “The Report on the Environmental State and Future” in 2000. The 

“Environment National Strategy” identified twelve challenges to achieve the following three objectives: 1) 

To integrate the environmental viability into the programs of the socio-economic development of the 

country, 2) To achieve a sustainable growth, and reduce poverty, and 3) To secure the public health. 

The National Observatory of Environment and Sustainable Development, ONEDD, was established under 

MATE as a part of the NAPE-SD in 2002. The mission of ONEDD is to support the decision making of the 

environmental administration, and to provide services in the field of laboratory analysis through collecting 

the information on the current condition of the environment and industrial activities and research of the 

environment. When outline of the water and sediment pollution in the Oued El Harrach (OEH) was reported 

as a result of field studies conducted by the JICA short-term experts dispatched from 2003 to 2005, MATE 

recognized the needs to strengthen his capacity to conduct the environmental monitoring. Consequently, the 

Government of Algeria requested to the Government of Japan a technical cooperation project for capacity 

development of ONEDD in environmental monitoring.  

  According to the request on the above, JICA and ONEDD conducted the “Technical Cooperation Project 

for Capacity Development of Environmental Monitoring in Algeria” from November 2005 to November 

2008, which focused on the strengthening of environmental monitoring capacity of the Central Regional 

Laboratory (CRL), which is a part of the ONEDD, located in Alger. Through this Project, ONEDD/CRL 

acquired skills and knowledge such as sampling technique, organic/inorganic chemical analysis and 

microbial analysis, which led to increase in analysis orders from other clients as well as increase in the 

number of samples analyzed. ONEDD/CRL increased its capacity and came to be realized as a public 
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environmental monitoring organization in Algeria.  

  Nevertheless, the capacity of ONEDD/CRL was still at basic level and needs to be enhanced even more in 

the field of quality control and laboratory management, advanced analytical techniques (such as GCMS, 

FTIR, and XRF), comprehensive interpretation and risk analysis, so as to effectively conduct environmental 

monitoring activities. To tackle these challenges, MATE and ONEDD requested a technical cooperation 

project to JICA. 

  The Project started on October 2009 with three (3) years’ cooperation period (until September 2012), and 

it is now being implemented with five (5) JICA experts dispatched (Leader/Environmental Management, 

Sub-Leader/XRF, GCMS, FTIR, and Coordinator). 

1-2. Project Overview 

(1) Overall Goal: 

ONEDD establishes environmental monitoring system based on the National Environmental Strategy under 

the well-organized network of laboratories and stations where CRL plays a leading role. 

(2) Project Purpose: 

ONEDD's Capacity to generate environmental information for effective environmental management 

including inspection, enforcement and pollution prevention is strengthened. 

(3) Outputs: 

1) CRL acquires advanced analytic technique for GCMS, FTIR and XRF. 

2) Quality of environmental monitoring capacity of CRL is upgraded through the environmental monitoring 

activities including effluent monitoring in the Model Site. 

3) CRL enhanced quality control capacity of lab analysis work. 

4) Environmental monitoring technologies possessed by CRL are disseminated to other ONEDD regional 

laboratories, monitoring stations and other relevant organizations. 

(4) Inputs (as of this terminal evaluation) 

Japanese side：Approximately 170 million JY (as of March 2012) 

- Dispatch of Japanese Experts (five experts, 30.4 MM) 

- Dispatch of Japanese Lecturers (five lecturers, 58 days) 

- Trainings in Japan (4 persons) 

- Provision of Equipment (approximately 15.8 million JY) 

- Other local activity cost (approximately 15.2 million JY) 

Algerian side: 

- C/P assignment (24 persons) 

- Project activity cost (approximately 182 thousand EURO) 

- Office space and consumables 
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2. Results of Evaluation 

2-1. Achievements 

(1) Project Purpose: “ONEDD's Capacity to generate environmental information for effective 

environmental management including inspection, enforcement and pollution prevention is strengthened.”

As show in the following Figure-1, the number of clients is increasing since the commencement of the 

Project (Indicator-1).  

 
Figure-1: The number of samples analyzed by ONEDD-CRL (source CRL-ONEDD) 

 

The information related to environmental pollution is disclosed two times in the occasions of Joint 

Seminars in 2010 and 2011, by the CRL staffs. It is also expected to disclose the result of monitoring 

program of the Model Site in the Joint Seminar 2012 and later on to disclose through ONEDD website 

(Indicator-2). The number of effluent monitoring in the Model Site has also increased as shown in the 

Figure-1 (Indicator-3). Lastly, the number of contract on industrial wastewater monitoring has increased as 

summarized in the Table-1 (Indicator-4). 

 

Table-1: The number of clients on industrial wastewater monitoring (source CRL-ONEDD) 

Fiscal Year  Number of clients 

2008 40 

2009 54 

2010 69 

2011 82 

 

Judging from the above figures, the ONEDD’s capacity to generate environmental information for 

effective environmental management including inspection, enforcement and prevention is undoubtedly 

strengthened. The number of monitoring services for industrial units is steadily increased since the 

commencement of the course of the Project, which indicates that ONEDD-CRL is gradually recognized as 

an environmental monitoring institute for effective environmental management. Therefore, the Project 
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Purpose could be said as “mostly achieved”. 

 

(2) Outputs 

Output 1: “CRL acquires advanced analytic technique for GCMS, FTIR and XRF.” 

Owing to the limitation of present prefabricated lab infrastructure, toxic organic chemicals 

(organo-chlorine, pesticide, insecticide, etc.) cannot be analyzed.  BTX also cannot be analyzed due to 

malfunction of P&T unit of GCMS. However other volatile organic compounds can be analyzed using 

GCMS. The result of test analysis of masked standard sample in the Terminal Evaluation showed that the 

reliability of GCMS analysis of the volatile compounds is satisfactory level (Indicator 1-1). The result of test 

analysis of masked standard sample in the Terminal Evaluation showed that the reliability of FTIR analysis 

of non-volatile compounds is satisfactory level (Indicator 1-2). As for the reliability of XRF qualitative 

analysis, the result of test analysis of masked standard sample in the Terminal Evaluation showed that it is 

satisfactory level. However, regarding the quantitative analysis, it has been developed basically (Indicator 

1-3). Apart from these analytical techniques, SOPs for advanced analytical methods for GCMS, FTIR and 

XRF have been successfully developed, which are practically applicable in present conditions of ONEDD. 

SOPs for other analytical instruments also developed. A handbook of SOPs (preliminary version) is firstly 

published by ONEDD under the financial support of JICA (Indicator 1-4). 

It is expected that ONEDD-CRL will acquire advanced analytical technique for GCMS, FTIR and XRF, 

by the end of the Project. However due to malfunction of P&T device of GCMS, one of advanced techniques 

cannot be practically utilized. ONEDD-CRL is currently arranging the repair of P&T unit by technicians of 

the manufacturer. 

In summary, the Output 1 could be said as “mostly achieved”. 

 

Output 2: “Quality of environmental monitoring capacity of CRL is upgraded through the environmental 

monitoring activities including effluent monitoring in the Model Site.” 

Inventories of industrial unit (potential polluters) are developed for the Model Site (Oued El Harrach and 

Oued Smar area). However DEWA did not give the necessary support to CRL-ONEDD for the sampling in 

these industrial units. This prevented to make detailed inventories of the pollution sources (Indicator 2-1). 

Monitoring plan including effluent monitoring plan is developed within the framework of available 

inventory data (Indicator 2-2). Collaborative effluent monitoring activities with DEWA and DEWB have 

been conducted five (5) times. Collaborative effluents monitoring with DEWB is frequent. As a whole, it is 

hard to say the monitoring have been conducted “periodically” (Indicator 2-3). As summarized in the 

following Table-2, more than 39 kinds of analysis parameters are increased in the course of the Project. 

 

Table-2: Increased number of analytical parameters in the Project (source JET) 

Type GCMS GCMS/P&T FTIR XRF 

Analytical 

Parameters 
15 24 

Non-volatile organic 

compound analysis 

quick element analysis of 

solid sample 

 

According to the Plan of Operation, a comprehensive interpretation and risk assessment of the monitoring 

results in Model Site will be publicized in Seminar and Final Report by the end of the Project. Preliminary 
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interpretation has been already attempted in ONEDD-CRL in-house workshop (Indicatoer 2-5). 

It is expected that ONEDD-CRL will upgrade the environmental monitoring capacity by the end of the 

Project if planned effluent monitoring activities in the Model Site will be successfully implemented in closed 

collaboration with DEWA/DEWB. Therefore, it was confirmed that the Output 2 could be said as “partly 

achieved”. 

 

Output 3: ”CRL enhanced quality control capacity of lab analysis work.” 

Total 20 staffs in ONEDD-CRL are participating the quality control work (Indicator 3-1). The number of 

the in-house workshops counts 19 times with participation of majority of staffs (Indicator 3-2). Quality 

control system of analytical works is established on the basis of GLP (Good Laboratory Practice) principle 

and being managed by three core staffs trained by the JICA expert (Indicator 3-3). 

Therefore, it is expected that ONEDD-CRL will enhance the quality control capacity of lab analytical 

works by the end of the Project, and the Output 3 could be said as “successfully achieved”. 

 

Output 4: “Environmental monitoring technologies possessed by CRL are disseminated to other ONEDD 

regional laboratories, monitoring stations and other relevant organizations.” 

A trainer team of ONEDD had been set-up with the support of JET as shown in the Table-3 (Indicator 

4-1). A draft training plan for ONEDD regional laboratories and monitoring stations was developed 

(Indicator 4-2). As for training courses for ONEDD regional laboratories and monitoring stations, only two 

training courses were conducted by ONEDD owing to a lack of budget (see Table-4). Moreover, visiting 

consultations of JICA expert to Western Regional Laboratory Oran and Eastern Regional Laboratory 

Constantine were carried out (Table-5). Laboratory staffs of Oran and Constantine also participated in 

training programs conducted by JET in ONEDD-CRL (Indicator 4-3). 

 

Table-3 : Name of the engineer trainers from CRL (source CRL-ONEDD) 

Name Target Parameters 

MOALI Mohamed Laboratory Management 

ANANE Radia Cyanide, Nitrogen Kjeldahl 

AZOUANI Sophia Heavy metals 

BENSOUILAH Ouahiba BOD5 and Total nitrogen 

Lakhdari Mohamed Sampling 

DJOGHLAF Hadda COD, oil and grease, SS 

HOUAS Omar Heavy metals 

MEBREK Hanifa COD, oil and grease, SS 

NECHAOUNI Leila Total phosphorus 

TIBECHE Amel COD, oil and grease, SS, florides, chlorides 
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Table-4: Internal Training course made by CRL engineers to their colleagues (source CRL-ONEDD) 

Unit 
Training 

duration 

Year of the 

training 

Number of 

trainees 
Place of the traning

Monitoring station of Bordj 

Bou Aréridj 

3 days 2009 3 Station of BBA 

3 days 2010 2 LRC 

Monitoring station of Ain 

Edefla 

3 days 2009 3 LRC 

6 days 2010 3 LRC 

Monitoring station of Djelfa 
3 days 2009 4 Station of Djelfa 

4 days 2010 2 LRC 

Monitoring station of Annaba 4 days 2010 2 LRC 

Eastern Regional Laboratory of 

Constantine 
4 days 2010 2 LRC 

 

Table-5: Record of workshops and training made by the Project supported by JET (source JET) 

Year/Month Venue Participants Workshop 
Training 

Course 

November 

2009 
Constantine 

2 JICA experts 

1 ONEDD HQ Officer 

8 Regional lab staffs 

Discussion on environmental 

issues with industry and local 

government 

  

February 

2010 
Oran 

2 JICA experts 

1 ONEDD HQ Officer 

5 Regional lab staffs 

Discussion on laboratory 

issue 
  

November 

2011 
Oran 

1 JICA expert 

1 ONEDD-CRL Director 

1 ONEDD HQ Officer 

6 Regional lab staffs 

5 Station staffs 

Discussion on laboratory 

issue 

 andling of 

analytical data

(June 2012) Constantine   GLP/SOP GLP/SOP 

(June 2012) Oran   GLP/SOP GLP/SOP 

 

Algeria-Japan Joint Seminar on Environmental Issue was organized two times, 2010 and 2011 in Alger, by 

MATE, ONEDD and JICA, according to the initial plan. The seminar topics were water pollution (2010) and 

waste pollution (2011). More than 110 professionals, researchers, NGOs and government officers attended 

the Joint Seminars. The third Joint Seminar during the Project period will be organized in April 2012 in 

Oran. The seminar topic is set as marine pollution (Indicator 4-4). JET-led Workshops for ONEDD regional 

laboratories have been held 3 times (Constantine (2009), Oran (2010), Oran (2011)), and the final workshops 

will be held in Oran and Constantine in June, 2012, as summarized in the following Table-5 (Indicator 4-5). 

It is expected that ONEDD-CRL will disseminate the environmental monitoring technologies acquired by 

the Project to other ONEDD regional laboratories, monitoring stations and other relevant organizations by 

the end of the Project if planned training courses and workshops are successfully organized by the ONEDD 

headquarters. In summary, the Output 4 could be said as “partially achieved”. 
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2-2. Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance 

The relevance of the Project is high. 

The Project is consistent with the “National Environment Strategy (SNE)” and “National Action Plan for 

Environment and Sustainable Development (NAPE-SD)”, both of which set the year 2010 as a target year. 

Under SNE and NAPE-SD, the Algerian Government conducts Depollution Program, which includes Oued 

El Harrach (OEH) as a target river. Environmental monitoring will be focused on priority issue for next 10 

years national plan of environmental protection, which is under the preparation by the Government of 

Algeria. 

According to the “Rolling Plan for the People's Democratic Republic of Algeria”, which is developed by 

MOFA Japan, the Project is included in “Environmental Measures Program” under the development issue of 

“Improvement of environmental pollution”. So, the Project deals with the priority issue of Japan and JICA. 

One of the functions of ONEDD is to analyze industrial effluents and environmental samples, to interpret 

and to combine those data, and to provide information for other stakeholders so as to be used for 

enforcement. The Project deals with capacity development of ONEDD staff in terms of analysis, data 

interpretation, and quality control. Thus, the Project matches with the needs of the target group. 

 

(2) Effectiveness 

The effectiveness of the Project is moderate to high. 

As explained in 1.-(1), judging from the performance of the indicators and the comments received during 

the Terminal Evaluation, the Project Purpose could be said as “mostly achieved”. 

Four (4) Outputs have been contributing to achieve the Project Purpose in the following manner. By 

conducting the monitoring activities of two Wilayas (Output 2) and by disseminating the monitoring 

technologies to other laboratories/monitoring stations (Output 4), environmental information will increase 

quantitatively. Likewise, by acquiring advanced techniques (Output 1) and by enhancing the capacity of 

quality control (Output 3), environmental information will improve qualitatively. 

Minister of Land Planning and Environment had issued the Circular (370/SPM/10; 28th November 2010) 

on procedures of execution of the Executive Decree No. 07-300 for industrial wastewater monitoring. The 

intention of this Circular was to promote joint inspection/joint effluent monitoring activities of ONEDD and 

industrial unit of Wilaya Environmental Departments. The Circular paved the way for joint monitoring and 

regarded as a promoting factor. However DEWA did not give the necessary support to CRL-ONEDD for the 

sampling in these industrial units. This prevented to make detailed inventories of the pollution sources, and 

regarded as an inhibiting factor. 

 

(3) Efficiency 

The efficiency of the Project is considered as moderate to low. 

1) Japanese Side 

Most of the inputs from Japanese side, such as expert dispatch, training of C/Ps in Japan and local cost 

support, were executed as planned. Appropriate coupling between Japanese experts and C/Ps was sometimes 
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difficult because of limited stay of experts, which affected the efficiency. 

2) Algerian Side 

The assignment of technical C/P gradually increased from seventeen (17) to twenty-four (24) at the time 

of Terminal Evaluation. It was pointed out in the questionnaire survey that the number of C/P was sufficient 

for project implementation but the technical transfer program was much more efficiently implemented if 

more experienced personnel who has basic knowledge of chemistry would be recruited as staff C/Ps for 

chemical analysis work. 

It was pointed out that there were some delays in execution of internal training program of the engineers 

of the other regional laboratories and monitoring stations due to a lack of ONEDD budget. Questionnaire 

survey also revealed that the analytical instruments (FTIR and GCMS) and the status of infrastructure of 

current prefabricated temporal laboratory inhibited the smooth implementation of activities of experts and 

C/P. To cope with these situations, additional activities of experts were arranged. 

 

(4) Impact 

MATE has assigned ONEDD as designated laboratory for industrial effluent monitoring as given in 

Decree 07-300 and the Circular for applying a penalty tax system against discharging wastewater above the 

regulation level. Under such circumstance, some of industrial units, such as chlorine manufacturing plant are 

planning to adopt a cleaner production process.  

Some of the results of Project activities of ONEDD-CRL were reported by local mass media in the 

occasion of Joint Seminar in 2011, which contributed to raise public awareness on environmental pollution. 

MATE is launching an industrial depollution study of the OEH basin, which wastes will be directed to 

stations of industrial effluent purifications. 

No negative impact has been observed. 

 

(5) Sustainability 

The sustainability of the Project was judged as moderate level. 

1) Policy aspects 

MATE is now updating the 10 years National Action Plan of Environment and Sustainable Development. 

According to the interview survey, the environmental monitoring is still one of the priority issues in the next 

national plan, as well as SNE.  

2) Organizational aspects 

According to the interview result, new laboratory facility of ONEDD CRL is now on the stage of detail 

design, to be constructed in the New Science City of Boughezoul, which secures to enhance the monitoring 

capacity and human resource development of ONEDD. 

3) Financial aspects 

Consequently to the established weakness of ONEDD budget and considering that most of the ONEDD 

missions are public service missions and in order to ensure a better financial sustainability, MATE decided to 

change its status in February 2012. 
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4) Technical aspects 

Technical sustainability is secured in chemical analysis if the C/Ps continue to work in the laboratory. 

Technical sustainability is rather moderate in comprehensive interpretation of monitoring results and risk 

assessment based on the monitoring data. 

3. Remarks 

(1) Construction of new laboratory 

Since the delay of new laboratory construction limit certain advanced chemical analysis and affect the 

condition of analytical instruments, it is strongly recommended that ONEDD would continue its effort for 

construction of new laboratory. 

 

(2) Dissemination of knowledge and skills 

Knowledge and skills on advanced technologies of chemical analysis acquired by ONEDD/CRL should be 

defused for other ONEDD regional laboratories and monitoring stations under systematic dissemination 

program. 

 

(3) Scientific risk assessment 

The achievement of environmental monitoring in the Model Site is still partial, which covers about 30% 

of industrial units in the area. It is recommended to accumulate more monitoring data in the area, and after 

getting sufficient data a scientific risk assessment should be attempted. 

 

(4) Securing the periodical maintenance of analytical instruments 

Keeping the condition of analytical instruments in good condition is vital for continuing the environmental 

monitoring activities. Especially, the advanced analytical techniques dealt during this Project needs 

appropriate maintenance instruments such as GCMS and FTIR. It is recommended that ONEDD keeps its 

effort for seeking maintenance supports from the engineering firms. 
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第１章 評価調査の概要 
 

１－１ 評価調査団派遣の経緯と目的 

アルジェリア民主人民共和国（以下、「アルジェリア」と記す）における環境管理体制は、①法

律・基準の整備や政策の策定及び環境関連機関のとりまとめを行う国土整備・環境省（Ministry of 

Land Planning and Environment：MATE）、②実務機関としては環境モニタリングの実施を担当する

国立持続的開発・環境観測所（National Observatory for Environment and Sustainable Development：

ONEDD）、③工場等の汚染源に対する立ち入り検査及び改善命令を行う県環境局からなるが、い

ずれも組織体制・能力とも脆弱であり、環境汚染の実態も十分把握されていない状況であった。 

このような背景のもと、JICAは2005年12月から2008年11月までの3年間、ONEDDの中央地方研

究所（Central Regional Laboratory：CRL)を主たるカウンターパート（C/P）とし、環境モニタリン

グ能力向上を目的とした技術協力プロジェクト「環境モニタリングキャパシティ・ディベロップ

メントプロジェクト」を実施した。ONEDD-CRLは同プロジェクトを通じ、サンプリング技術、有

機化学、無機化学、微生物にかかる基礎的な分析技術の習得をほぼ達成し、同国における環境モ

ニタリング機関としての認知が進み、外部からの委託分析が増加し、2007年にはONEDDによる分

析値が工業排水に対する課徴金賦課の根拠となる旨が政令で定められるなど、同国唯一の公的環

境モニタリング機関として重要な役割を任されるに至った。 

しかし、環境汚染の実態を把握するためには、ラボ管理・分析精度管理システム導入や、より

複雑で高次の分析技術（GCMS、FTIR等の有機化学分析機材を活用した高度分析）、分析結果の総

合解析などについての能力向上が、ONEDDの課題となっていた。また、上記プロジェクトでは、

CRLの基礎的な能力強化が達成されたが、CRL以外の地方研究所や観測所に対して、CRLが獲得し

た知識や技術を波及させることが期待されていた。 

こうした課題に対処するために、2008年2月にMATE及びONEDDより新たに協力要請が提出され、

国際協力機構（JICA）は2009年3月に詳細計画策定調査を実施、同年4月28日には協力の枠組みを

定めた討議議事録（R/D）及び協議議事録（M/M）に署名が行われた。 

「環境モニタリングキャパシティ・ディベロップメントプロジェクトフェーズ２」は、2009年

10月より2012年9月まで3年間の予定で実施されており、5分野の専門家（総括/環境管理、副総括/

蛍光X線分析装置（X-ray Fluorescence Analyser (Energy Dispersive type)：XRF）/精度管理、ガスク

ロマトグラフ質量分析計（Gas Chromatograph – Mass Spectrophotometer：GCMS）、フーリエ変換赤

外分光測定装置〔（Fourier Transform Infrared Spectrophotometer：FTIR）、業務調整〕を順次派遣し、

活動を実施中である。本プロジェクトの協力は2012年9月に終了することから、今般プロジェクト

の成果を確認し、残された課題を明らかにするために終了時評価調査を実施した。 
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１－２ 調査団の構成 

＜日本側＞ 

（１）総括 吉田 充夫  JICA国際協力専門員 

（２）協力企画/評価分析 伊藤 民平  JICA地球環境部 環境管理第二課 

 

＜アルジェリア側＞ 

（１）Mr. Abdelkader BENHADJOUDIA Chief of Minister’s Cabinet, Ministry of Land Planning 

and Environment (MATE) 

（２）Mr. Tayeb TIRECHE Director General, National Observatory for Environment 

and Sustainable Development (ONEDD) 

（３）Ms. Assia BECHARI Assistant Director, Proper Technology and Valorization of 

Waste, MATE 

（４）Ms. Asma OURAMDANE Chief, Industrial Depollution Program, MATE 

 

１－３ 派遣期間・派遣日程 

2012年2月11日（土）～23日（木）（13日間） 

詳細は以下表のとおり。 

日 程 内 容 

2/11（土） 01：30 羽田発(AF283)--06:20 パリ着 

09：35 パリ発(AF1854)--11:50 アルジェ着、夕刻：団内打合せ 

2/12（日） 10：30 MATE表敬 

PM：合同評価に係る説明、C/Pによるプレゼン（各成果） 

2/13（月） 評価グリッド/評価レポート作成 

2/14（火） 終日：3機材による分析習熟度評価/C/Pによるプレゼン（各成果） 

2/15（水） 終日：C/Pインタビュー 

2/16（木） 終日：評価レポートに係る協議 

2/17（金） 評価レポートの修正 

2/18（土） ミニッツ作成 

2/19（日） 終日：評価レポート・ミニッツ協議 

2/20（月） 終日：ミニッツ協議、在アルジェリア大使館報告 

2/21（火） 10：00 ミニッツ署名 

午後：CRLへの評価結果のフィードバック、アルジェ発（伊藤） 

2/22（水） モロッコ移動（吉田団長） 

2/23（木） 羽田着（伊藤） 
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１－４ プロジェクトの概要（背景・ログフレーム等含む） 

（１）上位目標 

 ONEDDが、国家環境政策に基づき、CRLを中心とする地方研究所及び観測所からなる環境

モニタリングシステムを構築する。 

 

（２）プロジェクト目標 

 公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされる、ONEDDの環境

情報提供能力が強化される。 

 

（３）成果 

1）CRLが機器分析（GCMS, FTIR, XRF）の上級分析技術を獲得する。 

2）モデルサイトでの環境モニタリングの実践を通じてCRLの環境モニタリング能力が質的に

向上する。 

3）CRLの分析精度管理能力が向上する。 

4）CRLの持つ環境モニタリング技術が他のONEDD地方研究所、観測所等の関係機関に普

及される。 

 

１－５ プロジェクト実施体制 

 カウンターパートであるONEDDからは、プロジェクトマネジャー2名（正副）が、そして支援

機関のMATEからはプロジェクトダイレクター1名が配置され、アルジェ県・ブリダ県環境局、日

本側関係者の参加のもと、合同調整委員会（JCC）を設置し年度計画や重要事項の協議を行ってい

る。 

 

１－６ 評価手法・項目 

 １－６－１ 評価手法 

 本評価調査は、「JICA事業評価ガイドライン」（2004年2月：改訂版）に基づき、プロジェクト・

デザイン・マトリックス（PDM）を用いた評価手法に沿って実施された。調査団はPDM（2011

年4月13の日本語版：付属資料２.）を評価の枠組みとして適用し、アルジェリア側カウンターパ

ート（C/P）及び日本人専門家に対して質問票・インタビューを通して情報収集を行った。 

 本評価調査では、評価分析のために定性的データを以下の方法で収集した。 

① 既存資料レビュー（プロジェクト報告書・各種資料等） 

② 質問票調査（日本人専門家、C/P等） 

③ インタビュー（C/P等） 

 加えて、成果１の上級機器分析の達成度を測るため、値が既知の標準サンプルによる分析テ

ストを実施した。 

 

 １－６－２ 評価項目 

 （１）プロジェクトの実績 

 プロジェクトの実績は投入、アウトプット、プロジェクト目標及び上位目標の各項目につ

いて、PDM（2011年4月11日版）にある指標を参照に、その達成状況（または達成見込み）
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を確認した。 

 

 （２）実施プロセス 

 プロジェクトの実施プロセスは、技術移転の方法、関係者間のコミュニケーション、モニ

タリング、等さまざまな観点に基づき、プロジェクトが適切に運営されたかどうかにつき検

証した。さらに、実施プロセスの検証により、プロジェクトの効果発現にかかる貢献要因、

阻害要因の抽出を図った。 

 

 （３）評価5項目に基づく評価 

 上記2つの項目における検証結果に基づき、プロジェクトを評価5項目の観点から検証した。

評価5項目の各項目の定義は表１－１のとおりである。 

 

表１－１ 評価5項目の定義 

評価5項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義 

1. 妥 当 性 プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が受

益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、対象

地域と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプロー

チは妥当か、公的資金であるODAで実施する必要があるかなどといった

「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

2. 有 効 性 プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもた

らされているのか（あるいはもたらされるのか）を問う視点。 

3. 効 率 性 主にプロジェクトのコスト及び効果の関係に着目し、資源が有効に活用

されているか（あるいはされるか）を問う視点。 

4. インパクト プロジェクトが実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波

及効果を見る視点。この際、予期しなかった正・負の効果・影響も含む。

5. 自立発展性 協力が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あ

るいは持続の見込みはあるか）を問う視点。 
 出所：「プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）」、2004年2月 

 

 なお、本プロジェクトは小規模なものであることから通常のプロジェクトに比較し、短期

間かつ簡易な手法で評価調査を実施した。 
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第２章 プロジェクトの実績と実施プロセス 
 

２－１ 投入実績 

 本プロジェクトの協力開始当初から2012年3月末現在までの投入実績は以下のとおりである。 

 

 ２－１－１ 日本側投入 

 （１）専門家派遣 

 本プロジェクト開始以降、業務実施契約に基づく短期専門家は延べ5名が派遣され、5つの

指導分野で合計30.4MM（2012年3月末までの見込みを含む）が投入された。短期専門家の指

導分野と人/月（MM）については表２－１に示すとおりである。専門家派遣実績の詳細につ

いては、付属資料１．ミニッツ 合同評価報告書Annex 3を参照されたい。 

  

表２－１ 業務実施契約に基づく短期専門家の指導分野及びMM 

指導分野 氏名 MM 

総括/環境管理 福嶋健次  8.0 

副総括/蛍光X線分析装置（XRF）/精度管理 石本 亮  8.5 

ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS） 深谷朋子  7.1 

フーリエ変換赤外吸収分析装置（FTIR） 辻 正道  3.5 

業務調整 野中広美/福嶋健次  3.3 

合   計  30.4 

 

 業務実施契約に基づかない、合同セミナーに対する専門家は以下5名が派遣された（表２

－２）。 

 

表２－２ 合同セミナー短期専門家の指導分野及びMM 

指導分野 氏名 出発日 帰国日 

環境法制度 池田直樹 2010.4.23 2010.4.30 

水環境行政 大谷真弓 2010.4.23 2010.4.30 

水環境技術/セミナーコーディネーター 吉田充夫 2010.4.12 2010.4.30 

有害廃棄物による環境リスクと適正管理 速水章一 2011.4.17 2011.4.22 

廃棄物の不法投棄による環境汚染 吉田充夫 2011.4.6 2011.4.22 

 
 （２）本邦研修 

 本プロジェクト開始以降、4名のC/Pスタッフが課題別研修等に参加した。研修コースの概

要は表２－３に示すとおりである。 
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表２－３ 本邦研修（課題別研修等）の概要 

研修コース名 参加者氏名 期間 

環境中の有害汚染物質対策 Ms. AZOUANI SOPHIA 2010年5月31日～8月7日 

都市環境管理 Ms. MEBREK HANIFA  2010年8月29日～9月15日 

水環境モニタリング Ms. DAOUADJI NASSIMA 2010年9月5日～10月23日 

公害防止と地域環境管理 Ms. GUERFI  LYNDA 2011年8月20日～10月6日 

 

 （３）機材供与 

 2012年3月現在、合計約1,580万円の資機材が日本側より提供された。機材の詳細は、付属

資料１．ミニッツ 合同評価報告書Annex 5を参照されたい。 

 

 （４）ローカルコスト負担 

 プロジェクト活動実施のために、日本側から1,523万円が支出された。主な支出項目とし

て、フランス語通訳やセミナー・研修、報告書作成等が挙げられる。年度ごとの内訳は以下

の表２－４に示すとおりである。 

 

表２－４ 現地活動支援費の内訳 
(単位：千円) 

1年次 

(2008年4月～2009年3月) 

2年次 

(2009年4月～2010年3月)

3年次 

(2010年4月～2011年3月) 
合計 

4,299 4,562 6,371 15,232

注：3年次の内訳は2012年3月末までの見込み額である。 

 

 ２－１－２ アルジェリア側投入 

 （１）カウンターパート（C/P）配置 

 本プロジェクトでは、R/Dに基づき、ONEDD及びMATEより17名がC/Pとして配置された。

2012年3月現在、C/P数は24名に増員し、活動を実施している。また、活動中に3名のC/Pは離

職し、3名のC/PがMATEに配置換えとなっている。詳細については、付属資料１．ミニッツ 

合同評価報告書のAnnex 6を参照のこと。 

 

 （２）プロジェクト運営経費 

 プロジェクト活動の実施のため、アルジェリア側は、これまで約181,800ユーロ（約1,956

万円1）を支出した。 

 

 （３）専門家執務室等 

 アルジェリア側より、CRLラボの建物の一部に日本人専門家のための執務スペース及びオ

フィス家具が提供されている。またラボの検査などの活動に必要な消耗品、薬品等がアルジ

                                            
1  FXレート：1ユーロ＝107.6円で計算 
 



－7－ 

ェリア側から支給されている。 

 

２－２ 活動と成果の実績 

 ２－２－１ 活動実績 

 プロジェクトの活動はPDM（2011年4月13日本語版：付属資料２．）及び活動計画（PO）に基

づきほぼ計画どおりに実施された。POの計画と実際の実施結果の対比は、付属資料１．ミニッ

ツ 合同評価報告書Annex 2を参照のこと。 

 

 ２－２－２ 各アウトプットの達成状況 

アウトプット１：CRLが機器分析（GCMS, FTIR, XRF）の上級分析技術を獲得する。 

アウトプット１の指標： 

1.1 炭化水素、有機塩素化合物、BTX（ベンゼン、トルエン、キシレン）、PAH（芳香族炭化

水素）、農薬・殺虫剤に関しGCMSによる信頼できる分析結果が提出される 

1.2 非揮発性有機化学物質に関しFTIRによる信頼できる分析結果が提出される 

1.3 XRFによる信頼できる定量分析結果が提出される 

1.4 GCMS、FTIR、XRFによる上級分析技術についての標準操作手順書（SOP）が作成される 

 

 現在の仮設ラボの設備の限界のため、有害有機化合物（有機塩化化合物、農薬、殺虫剤等）

は分析できない。また、BTXについてもGCMSのP&Tユニットの故障のため分析できない。しか

し、他の揮発性有機化合物についてはGCMSによる分析が可能である。終了時評価の際に実施し

た標準サンプルの分析テスト結果によれば、GCMSによる揮発性有機化合物分析の精度は満足の

いくレベルであった（指標1.1）。また、FTIRを活用した非揮発性有機化学物質のテスト分析に

ついても満足のいく結果が得られた（指標1.2）。XRFによる定性分析については、分析テストで

満足のいく結果が得られたが、定量分析については基礎的なレベルでの定量にとどまった（指

標1.3）。これらのほか、GCMS、FTIR、XRFによる上級分析技術のSOPが、現在のONEDDの現

状にあわせて作成されたほか、他の分析手法についても作成され、これらをまとめたSOPのハン

ドブック（第1版）が出版された（指標1.4）。 

 これらを総合すると、ONEDD-CRLはプロジェクト終了までにGCMS、FTIR、XRFを活用した

上級分析技術を獲得すると判断されるが、上述のとおりP&Tユニットの故障により、GCMSの機

能の一部を有効活用できなかった。なお、故障への対処としてメーカー技術者による診断等の

対応を実施機関が行っているところである。 

 以上により、アウトプット１はおおむね達成された。 

 

アウトプット２： モデルサイトでの環境モニタリングの実践を通じてCRLの環境モニタリン

グ能力が質的に向上する。 

アウトプット２の指標： 

2.1 排出量を含む汚染源インベントリーが作成される 

2.2 排水モニタリングを含む総合的なモニタリング計画が作成される 

2.3 アルジェ県環境局（DEWA）、ブリダ県環境局（DEWB）との合同排水モニタリングが定

期的に実施される 
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2.4 分析項目が増加する 

2.5 モニタリングに関する総合解析及びリスク評価が公表される 

 

 モデルサイトにおける工場排水ユニット（潜在的汚染者）のインベントリーは作成された。

しかし、工場排水ユニットにおけるサンプリングについて、DEWAはONEDD-CRLに必要な協力

を行わなかったため、汚染源の詳細なインベントリー作成には至らなかった（指標2.1）。排水モ

ニタリングを含むモニタリング計画については入手可能なインベントリーの範囲内で作成され

た（指標2.2）。DEWA及びDEWBとの合同排水モニタリングについては合計5回実施された。

DEWBは協力的であり、モニタリングの頻度も多かった。しかし、「定期的」にモニタリングが

実施されたとは言い難く、本指標は部分的な達成度である（指標2.3）。ただし、表２－５のとお

り、プロジェクト実施の過程で、新たに39以上の分析項目が増加している（指標2.4）。 

 

表２－５ 分析項目の増加 

タイプ GCMS GCMS/P&T FTIR XRF 

分析項目 15 24 
非揮発性有機 

化学物質 

固体サンプル

の元素分析 

 

 POによれば、モデルサイトにおける総合解析及びリスク評価はセミナー及びプロジェクトの

最終報告書を通じてプロジェクト終了までに公表されることとなっている。基礎的な解析につ

いては既にCNEDD-CRLの内部ワークショップにおいて発表されている（指標2.5）。 

 モデル地域におけるDEWA/DEWBとの合同排水モニタリングがプロジェクト終了までに計画

どおり実施されれば、ONEDD-CRLの環境モニタリング能力は向上すると考えられる。それゆえ、

アウトプット2は部分的達成と評価された。 

 

アウトプット３：CRLの分析精度管理能力が向上する。 

アウトプット３の指標： 

3.1 16名以上のCRL職員が無機化学/有機化学/微生物分析に関する精度管理業務に従事する 

3.2 16名以上のCRL内の無機化学/有機化学/微生物分析課の職員が分析精度に関する研修に

参加する 

3.3 CRL内に分析精度管理体制が確立する 

 

 全員で20名のONEDD-CRLスタッフが精度管理業務に携わっている（指標3.1）。CRL内部にお

ける精度管理ワークショップは19回を数え、大部分のスタッフが参加している（指標3.2）。分析

精度管理のシステムは、優良試験所規範（GLP）原則にならって構築されており、JICA専門家

の指導をもとに、3名の中心的なC/Pにより運営されている（指標3.3）。 

 以上を踏まえ、プロジェクト終了までにONEDD-CRLの分析精度管理能力が向上することは十

分期待され、アウトプット3は十分に達成と評価された。 

 

アウトプット４： CRLの持つ環境モニタリング技術が他のONEDD地方研究所、観測所等の関

係機関に普及される。 
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アウトプット４の指標： 

4.1 ONEDD本部とCRLによる研修チームが結成される 

4.2 地方研究所と観測所に対する研修計画が立案される 

4.3 地方研究所と観測所に対する研修が年に2回実施される 

4.4 産業界、学会、NGOを含むさまざまな関係者がONEDD、MATE、JICA合同セミナーに参

加する 

4.5 プロジェクトの成果として地方研究所のためのワークショップが3回開催される 

 

 ONEDDの研修チームは表２－６のとおり結成された（指標4.1）。また、地方研究所と観測所

に対する研修計画案は作成されたものの、正式に承認された形とはならなかった（指標4.2）。研

修の実施については、ONEDDの予算不足により、年2回の実施とはならず、評価時点で計2回の

実施にとどまった（表２－７を参照）。研修以外の指導としては、JICA専門家が地方研究所（オ

ラン及びコンスタンティーヌ）を訪問する機会を捉えて個別相談を実施したり（表２－８）、地

方研究所及び観測所のスタッフがアルジェに来る機会を捉えて個別相談を実施する形（表２－

７）で実施された（指標4.3）。 

 

表２－６ 研修チームのメンバー一覧 

氏 名 分野/項目 

MOALI Mohamed ラボ管理 

ANANE Radia シアン化物、ケルダール窒素 

AZOUANI Sophia 重金属 

BENSOUILAH Ouahiba BOD5、全窒素 

Lakhdari Mohamed サンプリング手法 

DJOGHLAF Hadda COD、油分、浮遊物質 

HOUAS Omar 重金属 

MEBREK Hanifa COD、油分、浮遊物質 

NECHAOUNI Leila 全リン 

TIBECHE Amel COD、油分、浮遊物質、フッ素、塩素 

 

表２－７ CRLスタッフにより行われた指導（地方研究所及び観測所） 

対象 期間 時期 人数 場所 

Bordj Bou Aréridj 観測所 
3日間 2009年 3 Bordj Bou Aréridj 観測所 

3日間 2010年 2 CRL 

Ain Edefla 観測所 
3日間 2009年 3 CRL 

6日間 2010年 3 CRL 

Djelfa 観測所 
3日間 2009年 4 Djelfa 観測所 

4日間 2010年 2 CRL 

Annaba 観測所 4日間 2010年 2 CRL 

コンスタンティーヌ地方研究所 4日間 2010年 2 CRL 
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表２－８ 専門家チームの支援によるワークショップ等指導実績（地方研究所及び観測所※） 

年月 場所 参加者 ワークショップ 研修 

2009年11月 コンスタンティーヌ 

JICA専門家 2名 

ONEDD本部職員 1名 

地方研究所職員 8名 

工場及び県自治体

との環境問題に係

る議論 

 

2010年2月 オラン 

JICA専門家 2名 

ONEDD本部職員 1名 

地方研究所職員 5名 

ラボに関する議論  

2011年11月 オラン 

JICA専門家 1名 

CRL所長 

ONEDD本部職員 1名 

地方研究所職員 6名 

観測所職員 5名 

ラボに関する議論 
分析データの

取扱い 

2012年6月※ コンスタンティーヌ  GLP/SOP GLP/SOP 

2012年6月※ オラン  GLP/SOP GLP/SOP 
※予定を含む（2012年6月分） 

 

 ONEDD、MATE、JICA合同セミナーは、2010年、2011年に計画どおり1回ずつ実施された。セ

ミナーのテーマは、「水質汚染（2010年）」、「廃棄物汚染（2011年）」であり、110名以上の参加

者（専門家、研究者、NGO、政府関係者等）を得た。2012年の第3回セミナーはオランにおいて

4月に実施予定であり、海洋汚染をテーマとする（指標4.4）。地方研究所等へのワークショップ

については、専門家チーム主導のもと過去3回（2009年コンスタンティーヌ、2010年オラン、2011

年オラン）実施され（指標4.5）、プロジェクトの最終ワークショップは2012年6月にオランとコ

ンスタンティーヌで実施予定である。 

 以上を踏まえ、計画された研修コース及びワークショップがすべて実施されるとすると、

ONEDD-CRLにより他のONEDD地方研究所、観測所等の関係機関に対して環境モニタリング技

術が一定程度普及される可能性は十分あると考えられる。したがって、アウトプット４は部分

的達成と評価された。 

 

 ２－２－３ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標： 公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされる、

ONEDDの環境情報提供能力が強化される。 

プロジェクト目標の指標： 

1. CRLがさまざまな顧客からのモニタリング依頼に対応できるようになる 

2. 公害関連情報の公表数が増加する 

3. 排水モニタリング件数が増加する 

4. 工場排水モニタリングの契約件数が増加する 

 

 図２－１のとおり顧客からの依頼数はプロジェクト開始以降概して増加しており、

ONEDD-CRLはさまざまな顧客の環境モニタリングの依頼に対応している（指標1）。 
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図２－１ ONEDD-CRLによる分析サンプル数 

 

 公害関連情報の公表は、2010年及び2011年の合同セミナーの機会を通じてCRLスタッフによ

り2回実施されている。加えて、2012年の合同セミナーの機会においてもモニタリング結果につ

いて公表が予定されている（指標2）。モデルサイトにおける排水モニタリング件数は、図２－

１のとおり増加している（指標3）。工場排水モニタリングの契約件数は表２－９のとおり増加

している（指標4）。 

 
表２－９ 工場排水モニタリングの契約件数 

年度 契約件数 

2008 40 

2009 54 

2010 69 

2011 82 

 

 これらの数値から、公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環境管理に必要とされ

る、ONEDDの環境情報提供能力は着実に強化されている。工場排水ユニットに対するモニタリ

ングサービス提供数はプロジェクト開始以降、着実に増加しており、ONEDD-CRLが環境モニタ

リング機関であるとの認識が浸透していることの証左である。 

 以上より、プロジェクト目標はほぼ達成と評価された。 

 

 ２－２－４ 上位目標の達成見込み 

上位目標： ONEDDが、国家環境政策に基づき、CRLを中心とする地方研究所及び観測所からな

る環境モニタリングシステムを構築する。 

上位目標の指標： 

1. 国家環境政策に基づく国家環境モニタリングシステムが実現する 

2. 国家環境情報システム（データベース）（SNIE）が構築される 
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3. CRL がアルジェリアにおけるリファレンスラボラトリーとして機能する 

 

 国全体の環境モニタリングシステム構築に係る計画については、現在MATEにおいて検討中で

あり、具体的な形にはなっていない（指標1）。SNIEの構築に係る計画は、次期国家環境計画の

枠組みのなかで、現在MATEにおいて検討中である（指標2）。現在の状況下では、CRLがアルジ

ェリアにおけるリファレンスラボラトリーとして機能するか否かは予測が難しい。リファレン

スラボラトリーとして機能するためには、乗り越えなければならない多くの課題が存在する（指

標3）。 

 ONEDD-CRLは、プロジェクトを通じてさまざまな環境モニタリング技術を獲得してきており、

それらはONEDD全体の底上げに重要な鍵を握っている。しかし、次期国家環境計画の全容が明

らかでない現状においては、国全体の環境モニタリングシステムの行方を予測するのは難しい。 

 

２－３ 実施プロセスにおける特記事項 

 本プロジェクトは概してC/P主導による運営が行われ、アルジェリア側のオーナーシップのもと

実施された。実施プロセスにおける特記事項は以下のとおりである。 

 

 ２－３－１ モニタリング活動 

 プロジェクトのモニタリング活動は、日常及び合同調整委員会（JCC）の機会を通じてC/P及

び専門家チームが共同で行った。加えて、毎年実施される合同セミナーにあわせてJICA本部か

ら専門家あるいは調査団を派遣しモニタリングを実施した。こうしたモニタリングの結果を受

けて、新たなC/Pの配置につながったり（成果２のC/P）、専門家のアサインの変更が行われた。 

 

 ２－３－２ 計画の遅れ 

 付属資料１．ミニッツ 合同評価報告書のAnnex 2のとおり、活動はほぼ計画どおり実施された

が、活動2-5（総合解析とリスク評価）、2-6（総合解析結果の報告と提言）は遅れ、あるいは未

実施となった。これは解析に必要となる十分なデータがないことが基本的な原因であるが、加

えてアルジェリア側による総合解析のためのC/Pの配置が遅れた（2011年6月に配置）ことも影

響している。また、活動4-3についても遅れがみられるが、この原因は予算不足によるものであ

る。 

 

 ２－３－３ ジェンダー 

 インタビュー調査によれば、専門家チームとC/Pのコミュニケーションは概して円滑であった

が、質問票調査の結果では、一部に通訳の性別に関する配慮の指摘があった。イスラム圏にお

いて女性のC/Pが多い職場では、日常の技術指導の局面において男性の通訳をなるべく避けたが

る意向があり、可能であれば配慮することが望ましかった（本プロジェクトにおいては、技術

的に特化した分野の通訳ということもあり、女性の適任者は必ずしも容易には配置できない状

況であった）。 

 また、本プロジェクトでは開始当初、女性の業務調整専門家が派遣されていたが、都合によ

りプロジェクト後半は男性専門家による兼務となった。上記同様、女性の業務調整専門家は女

性C/Pが多いイスラム圏の職場において大変有効であるとの指摘があった。 
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 ２－３－４ ONEDDとブリダ県環境局（MATE）、アルジェ県環境局（DEWA）との調整 

 ONEDDは環境モニタリングの分析機関であり、実際のモニタリングにおいては工場の施設の

情報を提出させたり、施設内立ち入り調査・サンプリングを必要とする場合は、その法的権限

を有する県環境局との連携・協働が不可欠となる。本プロジェクトにおいてはモデル地域を管

轄しているDEWAとDEWB及びONEDDがプロジェクトの実施にあたって協力協定を結ぶことで、

対処した。しかし、終了時評価調査の結果、ONEDDとDEWBとの協力は比較的機能したものの、

ONEDDとDEWAとの協力はほとんど機能していないことが明らかとなった。この問題に関して

JICA調査団は重視し、MATEに上位機関としての調整の必要性を求めるなどの指摘を行った。ま

た、MATEからは、2012年5月めどにONEDDの法的権限を強化し、独自に立ち入り検査ができる

ようにする方針、との説明を得た。 
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第３章 評価５項目による評価結果 
 

３－１ 妥当性 

 本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

 本プロジェクトは、国家環境戦略（SNE）及び持続的開発のための国家環境行動計画（NAPE-SD）

に沿ったものである。双方ともに2010年を目標年と定め、そのもとでアルジェリア政府は総合的

汚染対策プログラム（Depollution Program）を実施しており、本プロジェクトのパイロット地域で

あるエルハラッシュ川もその中に含まれている。排水課徴金に関する「政府令07-300号」において

は、ONEDDを工場排水モニタリングのラボとして位置づけている（ONEDDの分析値を基に課徴金

計算が行われる）。また、現在アルジェリア政府で検討中の次期国家環境計画においても、環境モ

ニタリングは優先事項の1つとなる見込みであり、本プロジェクトの妥当性は高い。 

 対アルジェリア国事業展開計画において本プロジェクトは、開発課題「環境汚染の改善」のも

と、協力プログラム「環境対策」、に位置づけられ、日本政府及びJICAの支援方針に合致している。 

 ONEDDの主要機能として、工場排水サンプル及び環境サンプルを分析し、結果を取りまとめ解

析・解釈したうえで関係者に提供する機能が存在する。本プロジェクトはONEDDスタッフの、分

析・データ解析・精度管理等のキャパシティ向上を支援するものであり、ターゲットグループの

ニーズと合致している。加えて、国土整備・環境省（MATE）によれば、2012年5月をめどにONEDD

の法的権限も、工場等の施設立ち入り調査権が付与されるなど、抜本的に強化される方針である

ことから、ONEDDの環境モニタリング能力強化を目的とした本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

３－２ 有効性 

 本プロジェクトの有効性は中～高と評価された。 

 

 プロジェクト目標については、２－２－３章で述べたとおりほぼ達成と評価された。しかし排

水モニタリング・環境モニタリングの拡大に向けた努力が必要であり、それには県環境局や排出

者などの関係者との一層の調整が必要となるものである。 

 プロジェクトで設定された4つのアウトプットはいずれもプロジェクト目標の達成に貢献して

いる。上級分析技術の獲得（アウトプット１）と精度管理の向上（アウトプット３）を通じて環

境情報の質の向上がなされ、2県にまたがる排水/環境モニタリングの実施（アウトプット２）、他

の地方研究所及び観測所に対する技術移転の実施（アウトプット４）により、環境情報の全国レ

ベルでの量的拡大が見込まれる。これらによりプロジェクト目標である環境情報提供能力の強化

が達成される。 

 MATEは、排水課徴金に関する「政府令07-300号」の実施プロセスを定めた実施要項（370/SPM/10）

を2010年11月28日に公布した。これはONEDDと県環境局の工場排水ユニットの共同で査察・排水

モニタリング活動を促進することを意図しており、促進要因として作用した。 

 他方、DEWAは必ずしも共同モニタリング活動に対して協力的ではなく、ONEDD-CRLの排水サ

ンプリングに協力が得られなかったため、詳細な汚染源インベントリーの作成には至らず、阻害

要因として作用した。 
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３－３ 効率性 

 本プロジェクトの効率性は、中～低と評価された。 

 

 日本側投入については、いずれもほぼ計画どおりに実施された。しかし専門家の現地滞在期間

が短いために、専門家とC/Pの都合をタイミング良くあわせてプロジェクト活動を行うことが時に

難しい局面が存在した。この点は投入量という観点からは効率性増大に寄与しているが、効果の

面からは負の作用があった。 

 アルジェリア側のC/Pは、プロジェクト開始当初17名であったが評価時点では24名に増加した。

質問票調査では、C/Pの数は十分との回答が多数を占めたが、化学の基礎知識が十分備わった人員

がアサインされていないケースが一部に存在し、ベースラインが低かったため上級分析技術の技

術移転活動の効率性を下げることとなった。 

 地方研究所及び観測所に対する研修については、ONEDDの予算不足により当初計画に対して遅

延が見られた。また、分析機器（FTIR及びGCMS）の故障や、仮設ラボによる分析の制約により、

一部の活動の実施に影響が見られ、効率性の低下につながった。 

 

３－４ インパクト 

 上位目標の検証に対しては、現時点で材料が不足しているが、いくつかの正のインパクトが確

認された。 

 ONEDDによるモニタリング活動の推進に呼応してMATEからは上述のとおり実施要項

（370/SPM/10）が公布され、これらの状況下で塩素製造工場などにおいて汚染防止のためにクリ

ーナープロダクションの導入を計画している。 

 ONEDD-CRLによるプロジェクト活動について、2011年の合同セミナーで紹介したことを受け、

現地のマスメディア（新聞）に取り上げられ、環境汚染に対するアウェアネスの向上に寄与して

いる。 

 また、MATEはエルハラッシュ川の工場汚染対策調査を開始しており、そのなかで集中型の工場

排水処理施設の導入を計画している。 

 負のインパクトは確認されていない。 

 

３－５ 自立発展性 

 本プロジェクトの自立発展性は中程度と評価された。 

 

 ３－５－１ 政策面 

 現在MATEは、次期国家環境計画の策定中であるが、インタビュー調査によれば次期計画にお

いても環境モニタリングが引き続き重点の1つと位置づけられることが確認されている。 

 

 ３－５－２ 組織・財政面 

 ONEDDは現在、新科学都市構想のもとBoughezoul市にCRLの新ラボ施設を建設すべく準備を

進めており、詳細計画の作成に着手している。現在の仮設ラボでは、一部の分析ができないこ

とや、将来の移設を見据えた設備投資の躊躇や新たな人員確保に対する物理的スペースの制約

が存在した。これらの問題は、新ラボの建設により解決の道が開けるものであり、中・長期的
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な自立発展性の観点から好材料である。 

 また、現在のONEDDの財政的基盤の弱さを改善すべく、これまでの検討を踏まえてMATEは

ONEDDの組織的ステータスを変更する決定を2012年2月に行った。これにより財政的基盤が強

化されることになり、安定的な運営が期待される。 

 

 ３－５－３ 技術面 

 化学分析分野についてはC/Pが継続的にラボに勤務すれば、技術的な持続性は確保される。一

方、解析分野については、まだ十分な技術的持続性が確保されたとはいえず、引き続きONEDD

の努力が必要である。 

 

３－６ 効果発現に貢献した要因 

 ３－６－１ アルジェリア側のニーズ 

 アルジェリア国内における工業化のプロセスは経済成長とともに加速しており、環境汚染も

深刻化している。それゆえ、工場排水モニタリングをはじめとするモニタリング活動に対する

ニーズも増大している。本プロジェクトは、増大するニーズに対応する形で計画され、貢献要

因として作用した。 

 

 ３－６－２ セミナー/ワークショップの機会の活用 

 本プロジェクトのなかで、合同セミナーやワークショップが計画されていたが、このセミナ

ーの機会でC/Pに対して、プロジェクトで学んだことをまとめて発表するように促した。C/Pは

この作業を通じて自らの理解を深めることになり、加えてセミナーそのものがONEDD-CRLの活

動を関係者に広める良い機会となった。 

 

３－７ 効果発現を阻害した要因 

 ３－７－１ DEWAの巻き込み 

 プロジェクトの計画段階からDEWAの巻き込みをもっと強化すべきであった。ONEDDと

DEWA及びDEWBはプロジェクト実施にあたりプロジェクトの実施における協力協定書を結ん

でいたが、実際の協力関係はDEWBとでは成立したもののDEWAとは大変不十分であった。

DEWAの協力が思うように得られないことが判明したのはプロジェクト開始以降であり、これ

が排水モニタリングの拡大に対する制約として働いた（アルジェ県についてみれば、想定の30％

の工場しかカバーできていない状況である）。 

 

 ３－７－２ 適切なラボと適切な機材維持管理の必要性 

 上述のとおり、現在の仮設ラボ施設は、安全性の観点から一部の有害な揮発性有機化合物の

分析ができないほか、分析機器そのものに対してダメージを与えかねない。また高精度分析の

実施環境としても相応しくなく、活動の阻害要因となった。 

 

３－８ 結 論 

 評価５項目に関しては、妥当性が高く、有効性は中～高程度であった。他方、効率性は中～低、

自立発展性は中程度という結果であった。個々の指標の達成状況も踏まえ、合同評価チームとし
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ては、残りのプロジェクト期間でプロジェクト目標をほぼ達成できるものと評価した。ただし、

達成に向けたアルジェリア側の継続的な努力は必要である。 

 また、効果的なプロジェクトの実施に対して最大の阻害要因と判断されたのは新ラボの建設の

遅れである。この点はフェーズ１のプロジェクトにおける終了時評価でも指摘された点であり、

適切なラボインフラの欠如により、分析項目が制限されたり、分析機器に悪影響があった。 

 しかし、個々の上級分析技術の達成度や精度管理の活動については、こうしたラボの制約があ

るなかでも満足のいくレベルであった。 
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第４章 提 言 
 

調査結果に基づき、調査団は以下のとおり提言を行った。 

（１）新ラボの建設 

 現在の仮設ラボの設備は、一部の有害有機化合物の分析に適さず実施できないことに加え、

機材の維持管理に影響を及ぼしかねない。既に ONEDDは新ラボ建設に向けて準備を開始済み

であるが、これを着実に実施することが必要である。安全面への配慮から、有害有機化合物（有

機塩化化合物、農薬、殺虫剤等）の分析は、新ラボが建設され、適切なインフラが準備されて

から実施すべきである。 

 

（２）技術と知見の普及 

 本プロジェクトを通じて ONEDD-CRL が獲得した知見を他の地方研究所や観測所に着実に

広めていくべきである。 

 

（３）科学的リスク評価 

 モデル地域における工場排水モニタリングは増加したが、まだ 30％程度のカバー率である。

この活動を今後も継続し、十分なデータを蓄積したうえで、全体としての科学的リスク評価を

試みるべきである。 

 

（４）定期的な分析機器のメンテナンス 

 排水モニタリングには、分析機器を適切な状態に保つことが必須であり、本プロジェクト実

施中に発生したような故障を可能な限り避けるべく、定期的なメンテナンスを何らかの手段で

確保することが必要である。 

 

（５）予算措置 

 これらの提言を着実に実施するためにも、ONEDDは活動に必要な予算を確保する努力を今

後も継続的に行うべきである。 

 



付 属 資 料 

 

１．ミニッツ（合同評価報告書） 

 

２．PDM（日本語版） 

 

３．PO（日本語版） 

 

 





































































































































 
－86－

 



 
－87－

 



 
－88－

 



 
－89－

 



 
－90－

 



 
－91－

 



























































 

－
120
－

 

プロジェクト・デザイン・マトリックス (PDM)（改定版） 

プロジェクト名：環境モニタリング キャパシティ・ディベロップメントプロジェクト（フェーズ２） 

実施機関: 国立持続的開発・環境観測所（ONEDD）  協力機関：アルジェ県環境局（DEWA）、ブリダ県環境局（DEWB） 支援機関：国土整備・環境・観光省（MATET） 

プロジェクト期間: 2009 年 10 月～2012 年 10 月（3年間） 

ターゲット・グループ：ONEDD 職員（中央地方研究所（CRL）及び ONEDD 本部)     

プロジェクト対象地域：アルジェ、ブリダ、オラン、コンスタンティーヌ   

（排水モニタリングの）モデルサイト：アルジェ県、ブリダ県のエルハラッシュ川流域及びアルジェ県沿岸域           作成日時：2011 年 4 月 13 日 

プロジェクト要約 指  標 指標の入手手段 外部条件 

上位目標 
ONEDD が、国家環境政策に基づき、CRL を中心とする
地方研究所及び観測所からなる環境モニタリングシ
ステムを構築する 
 
 

 
1.  国家環境政策に基づく国家環境モニタ
リングシステムが実現する 

2.  国家環境情報システム（データベース） 
(SNIE)が構築される 

3.  CRL がアルジェリアにおけるリファレ
ンスラボとして機能する 

 
 

 
1/2  MATET により発行される環境白
書 

3.1 他の研究所、観測所に対する参
考資料の送付記録 

3.2 他の研究所、観測所に対する技
術支援、研修の記録 

3.3 国内研究機関とのネットワーク
3.4  国際的な分析機関からの認証

 

プロジェクト目標 
公害査察、エンフォースメント、公害防止を含む環
境管理に必要とされる、ONEDD の環境情報提供能力
が強化される 

 
1. CRL がさまざまな顧客からのモニタリ
ング依頼に対応できるようになる 

2. 公害関連情報の公表数が増加する 
3. 排水モニタリング件数が増加する 
4. 工場排水モニタリングの契約件数が増
加する 

 
1. 顧客との契約、報告書/資料 
2.1 報告書/資料 
2.2 ワークショップの記録 
2.3 ONEDD ホームページ 
3.  排水モニタリングの記録 

 
アルジェリア政府が現在の環境
政策及びエンフォースメントに
対する積極的な姿勢を維持する 
アルジェリア政府が ONEDD に対
する必要な支援を維持する  

アウトプット 1 

CRL が機器分析（GCMS, FTIR, XRF）の上級分析技術
を獲得する 
 

 
1.  炭化水素、有機塩素化合物、BTX（ベン
ゼン、トルエン、キシレン）、PAH（芳
香族炭化水素）、農薬・殺虫剤に関し
GCMS による信頼できる分析結果が提出
される 

2.  非揮発性有機化学物質に関し FTIR に
よる信頼できる分析結果が提出される 

3.  XRF による信頼できる定量分析結果が
提出される   

4.  GCMS, FTIR, XRF による上級分析技術
についての標準操作手順書 SOP が作成
される 

 

 
1/2/3 分析記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. SOP 

 
モデルサイトでの調査及びサン
プリングが制約を受けずに実施
される 
 
産業界及びその他の汚染者がプ
ロジェクト活動に協力する 
. 

２
．
P
D
M
（
日
本
語
版
）
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プロジェクト要約 指  標 指標の入手手段 外部条件 

アウトプット 2 

モデルサイトでの環境モニタリングの実践を通じて

CRL の環境モニタリング能力が質的に向上する 

 

1. 排出量を含む汚染源インベントリーが

作成される 

2.  排水モニタリングを含む総合的なモニ

タリング計画が作成される  

3.  DEWA、DEWB との合同排水モニタリング

が定期的に実施される 

4.  分析項目が増加する 

5.  モニタリングに関する総合解析及びリ

スク評価が公表される 

 

1. 汚染源インベントリー 
 

2. 総合的なモニタリング計画 
 

3. 排水モニタリング記録 
 

4. 分析記録 
5. プレゼンテーション原稿、報告
書、出版物   

 

アウトプット 3 

CRL の分析精度管理能力が向上する 

 

1. 16 名以上の CRL 職員が無機化学/有機化

学/微生物分析に関する精度管理業務

に従事する 

2.  16 名以上の CRL 内の無機化学/有機化

学/微生物分析課の職員が分析精度に

関する研修に参加する 

3.  CRL 内に分析精度管理体制が確立する 

 

1. CRL に対するヒアリング 
 

 

2. 研修記録 
3.1 CRL に対するヒアリング 

3.2  精度管理に関する報告書及び

ログブック 

 

アウトプット 4 

CRL の持つ環境モニタリング技術が他の ONEDD 地方

研究所、観測所等関係機関に普及される 

 

 

1. ONEDD 本部と CRL による研修チームが結

成される 

2. 地方研究所及び観測所に対する研修計

画が立案される 

3.地方研究所及び観測所に対する研修が年

2回実施される 

4. 産業界、学会、NGO を含むさまざまな関

係者がONEDD-MATET-JICA合同セミナー

に参加する 

5. プロジェクト成果の普及のため、地方研

究所のためのワークショップが 3回開

催される。 

 

1. ONEDD に対するヒアリング 

 

2. 研修計画 

 

3. 研修記録 

 

4.1 合同セミナーの記録 

4.2 セミナーの配布資料 

 

5. ワークショップの記録 

 

アウトプット 1関連活動 
1．JET（専門家チーム）と CRL は、GCMS、FTIR、XRF
に関するキャパシティのベースラインを評価す
る 

2．JET は CRL に対し、GCMS を用いた揮発性有機化学
物質分析法の上級技術を移転する 

投入 
＜JICA＞ 
1. 短期専門家 

(1) 総括/環境管理（総合解析、リス
ク評価、ラボ管理） 

(2) GCMS 

投入 
＜ONEDD＞ 
1. カウンターパートの配置 
2. 建物、施設 
3. JICA 専門家執務室 
4. 水光熱費、通信費、備品 

・ ONEDD が必要な人材を採用、配
置する 

 
・ 必要な化学物質、試薬が輸入
される 
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プロジェクト要約 指  標 指標の入手手段 外部条件 

3．JET は CRL に対し、FTIR を用いた不揮発性有機化
学物質分析法の上級技術を移転する 

4．JET は CRL に対し、XRF を用いた元素分析法の上
級技術を移転する 

5．JET と CRL は、GCMS、FTIR、XRF 分析法の上級技
術に関する SOP を作成する 

(3) FTIR 
(4) XRF 
(5)精度管理 
(6) セミナー講師（JICA 国際協力専門
員を含む） 

2. FTIR のデータライブラリー 
3. GCMS、FTIR、XRF の標準物質 
 

5. 分析のための化学物質、試薬 
6. アルジェリア側の活動に関する
経費 

 
 
 
 

 

 
  
 

アウトプット 2関連活動 

1．CRL と JET は、DEWA、DEWB と協力してモデルサイ

トの汚染源インベントリーを作成する 

2．CRL と JET は、モデルサイトの総合的な環境モニ

タリング計画（排水モニタリングを含む）を立案

する 

3．CRL は JET の指導のもと、DEWA/DEWB とともに汚

染源における排水モニタリングを実施する 

4．CRL は JET の指導のもと、得られた試料の分析を

行う 

5．CRL は JET の指導のもと、モデルサイトのモニタ

リング結果の総合解析とリスク評価を行う 

6．CRL は JET の指導のもと、総合解析結果を報告し

DEWA、DEWB 及び MATET に対し提言を行う 

 

アウトプット 3関連活動 

1．JET と CRL は分析精度管理にかかる課題を抽出す

る 

2．JET は CRL に対し、分析精度管理方法を指導する

3．CRL は JET の指導のもと、精度管理体制を整備す

る 

   

アウトプット 4関連活動 

1．JET は、ONEDD 内の研修システムを検証し、改善

の方向性を提言する 

2．ONEDD は JET の支援のもと地方研究所及び観測所

に対する支援計画を立案する 

3．ONEDD は JET の支援のもと、地方研究所及び観測

所に対する研修を実施する 

4．ONEDD と JICA 専門家は、ONEDD、MATET、JICA 合

同セミナー及びワークショップを定期開催する

  前提条件 

・ プロジェクト対象地域での治

安が悪化しない 

 

・ 排水モニタリングに関する

ONEDD、DEWA、DEWB の協力協定

が締結される 

 



３．PO（日本語版）

アルジェリア国　環境モニタリングキャパシティ・ディベロップメントプロジェクト（フェーズ2）　全体活動計画　（PO)
※2012年2月20日作成

PDM
成果

専門家派遣(日本側投入） 主要業務
M/M
（現地）

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

備考2009 2010 2011 2012

9 10 11 4 5 6 712 1 2 3 12 1 2 38 9 10 11 8 9 10 114 5 6 7 6 712 1 2 3 8 9

成果2、4 ①福嶋健次：　総括／環境管理 (総合解析、リスク評価、ラボ管理)
プロジェクト活動の総括、モニタリング計画
と実施支援、研修プログラムの実施支援

9.60 計画

4 5

 
実績

成果1、3 ②石本亮：　副総括／蛍光X線分析装置（XRF）／精度管理 XRFの技術移転、精度管理の支援
8.66 計画  

実績

成果1 ③深谷朋子：　ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS） GCMSの技術移転
4.83 計画  

実績

成果1 ④辻　正道：　フーリエ変換赤外吸収分析装置（FTIR） FTIRの技術移転
3.49 計画  

実績

⑤野中広美/福嶋健次：　業務調整 ロジスティック、調整業務
計画  

実績

資機材調達
計画  

1st-Delivery Insp. 2nd-Delivery Insp.
実績

JCC、中間レビュー（MR)、終了時評価（FE)
計画  

ICR 1stJCC 2ndJCC MR 3rdCC FE、4thJCC

技術協力成果品（SOPs、Training Manual）
計画

実績

技術セミナー（TS）/合同セミナー・ワークショップ（JSW)
計画

1ｓｔ＆2ndTS JSW 3rd & 4thTS JSW

 
GCMS,FTIR,XRF Training Manua

実績

JSW 7ｔｈTS
実績

5thTS 6thTS

業務計画書（ICR、AP)、プロジェクト事業進捗報告書（PR)、年次業務完了報告書（AR)、ファイナルレポート（FR)
計画  

AP1、ICR PR1、AR1 AP2 PR2、AR2 AP3 PR3、AR3 AP4 AR4、FR
実績

PDM
成果

PDM指標 指標の入手手段 活動内容
責任者/担当者

　
2009 2010 2011 2012 　

アルジェリア 日本 9 10 11 12 1 6 7 8 92 3 4 5 2 3 4 510 11 12 1 10 11 12 16 7 8 9 6 7 8 92 3 4 5

1-1
JET（専門家チーム）とCRLは、
GCMS、FTIR、XRFに関するキャパ
シティのベースラインを評価する

CRL職員
石本、深
谷、辻

成
果
1
　
C
R
L
が
機
器
分
析
（
G
C
M
S
, 
F
T
IR
,

X
R
F
）
の
上
級
分
析
技
術
を
獲
得
す
る 　 　

計画
 

実績

1
炭化水素、有機塩素化合物、BTX（ベンゼン、トルエン、
キシレン）、PAH（芳香族炭化水素）、農薬・殺虫剤に関
しGCMSによる信頼できる分析結果が提出される

1.分析記録 1-2
JETはCRLに対し、GCMSを用いた
揮発性有機化学物質分析法の上
級技術を移転する

CRL職員 深谷
計画

 
実績

2
非揮発性有機化学物質に関しFTIRによる信頼できる分
析結果が提出される

2.分析記録 1-3
JETはCRLに対し、FTIRを用いた不
揮発性有機化学物質分析法の上
級技術を移転する

CRL職員 辻
計画  

実績

3 XRFによる信頼できる定量分析結果が提出される 3.分析記録 1-4
JETはCRLに対し、XRFを用いた元
素分析法の上級技術を移転する

CRL職員 石本

ONEDD/CRL、
DEWA、DEWB

計画
 

実績

4
GCMS, FTIR, XRFによる上級分析技術についての標準
操作手順書SOPsが作成される

4.SOPs 1-5
JETとCRLは、GCMS、FTIR、XRF
分析法の上級技術に関するSOPを
作成する

CRL職員

成
果
2
　
モ
デ
ル
サ
イ
ト
で
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
践

を
通
じ
て
C
R
L
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
が
質
的
に
向

上
す
る

1
排出量を含む汚染源インベントリーが作成される 1.汚染源インベントリー

2-1
CRLとJETは、DEWA、DEWBと協
力してモデルサイトの汚染源インベ
ントリーを作成する

福嶋
計画  

実績

計画
 

実績

石本、深
谷、辻

CRLとJETは、モデルサイトの総合
的な環境モニタリング計画（排水モ
ニタリングを含む）を立案する

ONEDD/CRL、
DEWA、DEWB

福嶋
計画

2
排水モニタリングを含む総合的なモニタリング計画が作
成される

2.総合的なモニタリング計画
2-2

　

実績

3
DEWA、DEWBとの合同排水モニタリングが定期的に実
施される

3.排水モニタリング記録
2-3

CRLはJETの指導のもと、DEWA、
DEWBとともに汚染源における排水
モニタリングを実施する

CRL、DEWA、
DEWB

福嶋
計画 　

実績

4
分析項目が増加する 4.分析記録

2-4
CRLはJETの指導のもと、得られた
試料の分析を行う

CRL職員
石本、深
谷、辻

計画 　

実績

5

モニタリングに関する総合解析及びリスク評価が公表さ
れる

5.プレゼンテーション原稿、報
告書、出版物 2-5

CRLはJETの指導のもと、モデルサ
イトのモニタリング結果の総合解析
とリスク評価を行う

ONEDD/CRL、
DEWA、DEWB

福嶋
計画 　

実績

2-6
CRLはJETの指導のもと、総合解析
結果を報告しDEWA、DEWB及び
MATETに対し提言を行う

ONEDD/CRL、
DEWA、DEWB

福嶋
計画  

実績

3-1
JETとCRLは分析精度管理にかかる
課題を抽出する

CRL職員 石本

成
果
3
　
C
R
L
の
分
析
精
度

管
理
能
力
が
向
上
す
る 1

16名以上のCRL職員が無機化学／有機化学／微生物
分析に関する業務に従事する

1.CRLに対するヒアリング 計画  

実績

2
16名以上のCRL内の無機化学／有機化学／微生物分
析課の職員が分析精度に関する研修に参加する

2.研修記録
3-2

JETはCRLに対し、分析精度管理
方法を指導する

CRL職員 石本

ONEDD/CRL

計画 　

実績

3
CRL内に分析精度管理体制が確立する 3.1 CRLに対するヒアリング

3.2 精度管理に関する報告書
及びログブック

3-3
CRLはJETの指導のもと、精度管理
体制を整備する。

CRL職員

成
果
4
　
C
R
L
の
持
つ
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技

術
が
他
の
O
N
E
D
D
地
方
研
究
所
、
観
測
所

等
関
係
機
関
に
普
及
さ
れ
る

1
ONEDD本部とCRLによる研修チームが結成される 1.ONEDDに対するヒアリング

4-1
JETは、ONEDD内の研修システム
を検証し、改善の方向性を提言す
る

福嶋
計画  

実績

計画 　

実績
石本

ONEDDはJETの支援のもと地方研
究所と観測所に対する支援計画を
立案する

ONEDD/CRL 福嶋
計画

2
地方研究所と観測所に対する研修計画が立案される 2.研修計画

4-2
　

実績

3
地方研究所と観測所に対する研修が年に2回実施され
る

3.研修記録
4-3

ONEDDはJETの支援のもと、地方
研究所と観測所に対する研修を実
施する

ONEDD/CRL 福嶋
計画 　

実績

4
産業界、学会、NGOを含む様々な関係者がONEDD-
MATE-JICA合同セミナーに参加する

4.1合同セミナーの記録
4.2セミナーの配布資料 4-4

ONEDDとJETは、ONEDD-MATE-
JICA合同セミナー及びワークショッ
プを定期開催する

ONEDD/CRL
JICA、専
門家全
員

計画 　
1ｓｔ＆2ndTS JSW 3rd & 4thTS JSW 5thTS 6thTS JSW 7ｔｈTS

実績

5
プロジェクトの成果として地方研究所のためのワーク
ショップが3回開催される

5.ワークショップの記録
 ONEDD/CRL 福嶋

計画

実績

　
1ｓｔ＆2ndTS JSW 3rd & 4thTS JSW 5thTS 6thTS JSW 7ｔｈTS
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